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現在，総務省により「知のデジタルアーカイブに関する研究会」において，「デジタルアーカイブ

による知の地域づくりを進めるためには，地域・各アーカイブ機関における継続的な取り組みを主導

することができる人材のあり方について」の検討がなされている．一方，デスクトップ型やノート型

のパソコンと並んで，携帯性に優れた高機能で多機能な情報端末（以下，教育用メディア端末と呼ぶ．）

が開発されてきた． 

筆者は従来からデジタル・アーキビストの養成に関する実践的研究を進めてきた．それは，博物館

や図書館の機能を改善するためのものであり，そのために教育用メディア端末用の映像教材作成手法

も開発してきた．そこで，このような教育用メディア端末をデジタル・アーキビスト教育のために利

活用することにより，フィールドでの活用が可能となるだけでなく，博物館などの施設や地域におい

ても学校と同様の教材で学ぶことができるようになる．そこで，本研究においては，デジタル・アー

キビストの養成のための教育用メディア端末の機能とその活用方法について検討したので報告する． 

 
＜キーワード＞ デジタル・アーキビストの養成，機能，教育用メディア端末 

 
１．はじめに 
現在，軽量で多機能なタブレットＰＣ（図１）

に代表される教育用メディア端末が出始めた．

従来のＰＣの機能に加えて静止画撮影，動画撮

影，データベース機能，GPS 機能等様々な機能

を備えた多機能な教育用メディア端末になって

いる． 

従来のデジタル・アーカイブでは，デジタル

カメラで静止画や動画を撮影し，これらにより

撮影された静止画や動画にメタ情報を付加して

データベース化等の管理とＷＥＢ化等の機能に

ついては，ＰＣ等多様な機器を利用して処理を

行ってきた．多機能な教育用メディア端末は，

これらの分散された機能を，集中化させ一つの

教育用メディア端末により全てのデジタル・ア

ーカイブのロードマップを完結させることがで

きる可能性がある． 

そこで，デジタル・アーキビストの養成にお

ける教育用メディア端末の機能として，どのよ

うな機能が必要であるかについて検討したので

報告する． 

 

 

図１ タブレットPC 

２．デジタル・アーキビストの養成 

デジタル・アーキビストのカリキュラムは，

平成１６年度に第１次案を作成し，その後，平

成１８年度まで文部科学省の現代ＧＰ選定され

た岐阜女子大学で試行を進めてきた． 

また，平成１９年度～平成２１年度の３年計

画で，文部科学省から「社会人のためのデジタ

ル・アーキビストの育成」について委託事業と

して講習会を開催することになった．このため，



大学生用のカリキュラムを改定し．社会人のた

めのデジタル・アーキビストの育成カリキュラ

ムを作成し，現在1,500名のアーキビストを養

成してきた． 

一方，上級デジタル・アーキビストは，基本

的にはデジタル・アーキビストの教育をより高

度化したカリキュラムとなっている．これらに

ついては，大学院対応の上級デジタル・アーキ

ビストの養成カリキュラムを作成し，平成１８

年度から養成を進めている．平成２０年度に，

上級デジタル・アーキビストの養成が全国で可

能になるように，文部科学省に通信教育の大学

院文化創造学研究科を申請し，設置が認められ

た． 

 (1)デジタル・アーキビスト 

デジタル・アーキビストのカリキュラムは，

大きな領域としては，図２のように「文化の理

解」と「情報の活用・技術」，「著作権等の法と

倫理」で構成している．これらのデジタル・ア

ーキビスト養成のカリキュラムの構成内容につ

いては，第３者機関であるデジタル・アーキビ

スト資格委員会でも検討されてきた．ここでは，

これら養成科目における代表的な科目について

以下に説明する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ デジタル・アーキビスト科目の構成 

■デジタル・アーキビスト概論 

デジタル・アーキビストとは何か，また，ど

のような学習をするのかについて，“デジタル・

アーキビスト概論”を履修する．また，さらに，

知的財産権・情報・表現活動の基礎科目を教養

科目として履修することが望ましい． 

■文化に関する基礎（選択） 

デジタル・アーカイブ化する内容は，多様な

文化を基礎としていて，文化財・芸能・芸術・

歴史から生活・産業・観光・教育など多様な文

化分野および博物館，文書館，企業，メディア

関係，学校など各種の施設がある．このため，

各分野の専門性の基礎となる文化分野について

選択学習する． 

■デジタル・アーカイブ開発 

デジタル・アーカイブ化に必要な文化に関す

る情報の処理，マルチメディアを用いた記録，

デジタル・アーカイブの構成などを情報処理関

連科目の学習をもとに，履修する． 

■文化情報の管理・流通・表現 

デジタル・アーカイブ化する資料の収集・記

録・管理・流通にあたっての知的財産権・プラ

イバシー等の理解と許認可への対処や処理方法

等について履修する． 

■文化情報の利用 

デジタル・アーカイブを用いたプレゼンテー

ション，文化・芸術・産業・教育・生活・行政

などでの利用および新しい文化創造での利用と

利用関連にかかわる知的財産権等の処理につい

て履修する． 

■デジタル・アーカイブ 

デジタル・アーカイブの開発に必要なフィル

ムからハイビジョン，立体撮影，情報の管理・

検索・流通，シソーラス等メタ情報の構成，知

的財産権・プライバシー，許認可処理など，デ

ジタル・アーキビストとしての実践力をつける． 

（２）上級デジタル・アーキビスト 

上級デジタル・アーキビストのカリキュラム

は，基本的にデジタル・アーキビストの高度化

である．すなわち，図３のように文化の理解，

情報活用・技術，法と倫理の３領域を中心にし

て，構成したデジタル・アーキビストの授業を

基礎にして，さらに高度化した上級デジタル・

アーキビストとしてのカリキュラムを構成した．

最も大きな課題は，各文化の専門分野の特性に

対応したデジタル・アーカイブ関連の授業科目

の対応である．受講生の文化分野の専門性が高

度化していて，特定の分野を代表的に学習し，

それを見習って他の分野に適用することが困難

となる．そこで，各教育機関で，専門分野によ

り特色化した文化分野のデジタル・アーカイブ

化とその利用に関する授業科目を開講（１つの

分野で４単位以上）し，その中から選択させる． 

例えば，  

●伝統文化，教育，情報，美術，歴史，産業，
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イブの必要とする各専門分野で文化を理解し，

それを基礎としたデジタル・アーカイブ化に

関する授業科目を構成する． 

※岐阜女子大学大学院では，本学が教育，博物館学芸員，

図書司書，観光文化，国文学，英文学などの専攻等が

あることを配慮し，これらを含め，当面は，次のよう

な授業科目とした． 

・情報の取扱い・管理……「教育情報特講・研 

究」と「伝統文化情報」 

・利用・提示方法  ……「教材開発特講・研

究」（両分野併せて学習） 

●各大学院では，大学院がもつ専門性を配慮 

した授業科目を置く必要がある． 

※美術系の大学院等では，美術文化情報（仮）特講等

の科目を設置し，美術に関するデータベース，情報カテ

ゴリー，記録項目，シソーラス等の構成について教育研

究が必要であろう．同様に，それぞれの各分野の専門分

野で，各専門についての学習を基礎とした文化資料の評

価および情報カテゴリー，シソーラスの構成をし，情報

の管理，活用力を育成する授業科目が必要である．教育

情報特講・研究，伝統文化特講・研究を例として示した

が，今後必要に応じて各分野の専門化の協力を得て，授

業科目を設定すべきである． 

また，授業科目「教材開発特講・研究」は，

プレゼンテーション，創造活動の学習を目的と

している．とくに教材開発を設定したのは，多

様な提示や提示資料の構成をし，デジタル・ア

ーカイブの活用法として各分野に適用できる． 

たとえば，スライド式の資料提示から学習資

料の検索処理に利用するデータベース，さらに，

学習の手順等を構成した学習プログラムとして

の提示など，多様な利用がなされている．また， 

提示系に対して，その受け止め方から見た，資 

料のプレゼンテーションの評価などもなされ，

利用方法として最も適した分野で，その学習結

果は，他での利用が可能である．そこで，教材

開発は，プレゼンテーションを基本的な学習に

として位置付けている． 

大学・大学院教育でのデジタル・アーキビス

トの養成カリキュラムは，その大枠を決め，多

くの方々の評価・改善を進めているのが現状で

ある．また，平成１６年度からの実践を通して，

講義用テキスト，実習用テキスト，教材作成か

ら実践活動とその実践の評価・改善へ進めてい

る．また，今回，大学院の設置に伴い，設置審

等からの演習科目の増を指摘され，これまで，

各授業科目の中に位置づけていた演習を統合し，

演習または研究として実践的な学習活動を行う

別の授業科目を用意することにした． 

これらの実践的な授業科目は， 

①特定の実習装置・施設を必要とする科目 

②大学院からデータを送れば，各自のパソコ

ンで実習ができ，その結果を送り返す 

の二つの方法がある． 

上級デジタル・アーキビストの授業科目の中

では，マルチメディア関係の実習を除いて，多

くの演習・研究は②のように，自宅や職場など

で学習（実習）し，その結果を大学院へ送り，

問題点を指摘する事ができる．とくにデータベ

ースのメタ情報の構成やデジタル・アーカイブ
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図３ 上級デジタル・アーキビスト科目の構成 



の制作研究は，大学院からデータを提供すれば，

各自で学習でき，通信教育でも十分可能である．

そこで，マルチメディア関連の特殊な機材や処

理方法を用いる授業科目以外は，全て自宅での

学習とした． 

しかし，個人的に実習可能な授業科目でも，

実際に大学院へ来て，実習ができるようにして

いる．とくに，映像メディア関係は，経験的な

面が多く，実際に実践してみて，理解し，学習

が定着する事がありこれらに配慮した．大学院

の設置審査等の指摘も取り入れ構成したのが上

級デジタル・アーキビストの養成カリキュラム

である． 

大学院通信教育での実習をともなう上級デ

ジタル・アーキビストの養成は，現在まで，他

の実践例がない．そこで，ＤＶＤやオンデマン

ドを用いて，実際に授業を映像化し，テキスト

と併せて学習する形式とした．特に，実習では，

自宅で可能な領域と大学院等でスクーリングに

よる演習とする学習に区別した． 

実習には，それぞれに，テキスト，ＤＶＤ・

オンデマンドによる教材を提供し，これらの教

材を利用し，学習し，その結果をＤＶＤまたは

インターネットを用いて，指導者（教員）に送

り，評価を受け，さらに改善等をする． 

このようなデジタル・アーキビストの養成に

おいて，様々な場面において教育用メディア端

末を活用することにより，全国どこでも企業，

博物館，美術館，メディア関係者などデジタル・

アーカイブズの制作・開発関係者が，大学院に

よる上級デジタル・アーキビストの受講が可能

になると考える． 

３．デジタル・アーカイブの段階 

 デジタル・アーカイブの段階（フェーズ）に

は，「現物」「記録」「データベース」「プレゼン

テーション」「利用」の５段階がある．これから，

「記録」「データベース」「プレゼンテーション」

の各段階における技術的な問題と「管理」の面

から注意すべき点を述べる 

(1)記録 

 記録の段階では，対象を忠実に複写し映像で

再現するための撮影技術，書面からデータを取

り込むスキャニング技術，また，デジタルカメ

ラで高品位な静止画・動画撮影するための機能

が必要となる．また，データを共有するために

はメディアサーバー機能が必要である． 

 (2)データベース 

 博物館の資料を撮影し，データベースするた

めには，例えば５００点の所蔵作品をデータベ

ース化するには，画像データとして高解像度と

低解像度の(サムネール)を各２画像1,000点の

データベースを格納するためのメモリーとそれ

を表示することが可能なＣＰＵ速度が必要とな

る． 

(3)メタ情報 

 「メタ情報」とは，データに関するデータの

ことをいう．文書であれば，著者名や表題，発

表年月日等のほか，関連キーワードのことを指

す．ここでは，場所・地域，時代・年，撮影日，

著作権の有無などの素材（写真）に関する，二

次的なデータを指す． 

 例えば，地域文化資料の記録の際におけるメ

タ情報は，本学の「地域資料データベース記録

項目」を参考にして進めている．以下に，その

項目を記載する（表１，２）． 

ここで，素材を後世に伝えていくためには，

撮影場所の特定や再現が重要となる．しかし，

現在，自然現象による地形の変化や社会的要因

による変化などによって住所などの場所の特定，

再現が困難であるという課題がある．これらの

課題を改善できるのも，デジタル・アーカイブ

を行った素材や資料に関して，「位置情報（ＧＰ

Ｓ）」というメタ情報が存在するからである．こ

のように，地域の素材を後世に残していくため

には，メタ情報の管理が重要だと考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ データベースの機能 

動画・静止画・音声記録登録機能 

ＧＰＳ機能 カード型データベース機能 



表１ 地域資料データベース記録項目（１） 

資料コード 資料管理全体を通じて定めた各

資料の番号． 

地域・場所 資料の存在する場所の県・市町村

（○○地方など），歴史・自然な

ど地域区分の記録． 

内容分類 記録した資料の内容が地域の人

以外でも調べられるような分類

をする．各地域で資料内容の大き

な分類（カテゴリー）を決める必

要がある． 

時代・年 資料を利用する上で最も有効な

時代区分，年，を記録．（主とし

て，年で記録するが，資料の利用

上の必要性によって昭和・平成な

どの年号や平安・江戸時代などの

時代区分，地学，文化的な区分を

記録する） 

利用分野 資料がどのような分野で利用で

きるかを必要に応じて記録する．

表題名称 資料の表題を表す名称を記録す

る． 

表題名称 No． 

（番号） 

同一資料で複数のデータがある

とき，番号を付し，区分する． 

資料名 一般に個別の資料名を記録する．

論文などは，そのタイトルをこの

項目に記録する． 

資料名内 No． 

（番号） 

資料の一連の通番（シリーズ番

号）を記録する． 

対象者（人物） 資料にかかわる人物や著者など

について記録する． 

索引語 各資料について索引語を 10 語以

内で記録する． 

説明 簡単な説明を記録する．ただし，

数百文字以上の説明が必要なと

きは，別のファイル（文字データ

記録用のファイル）に記録する．

撮影データ／

画像（原資料

File） 

資料の撮影データが記録されて

いるファイル名を記録する． 

撮影データ／

位置（緯度，経

度，高度） 

撮影データ／画像（原資料File）

の撮影データを記録したカメラ

の位置をGPSのデータを利用し，

緯度，経度，高度の数値を記録．

撮影データ／

時刻 

撮影データ／画像（原資料File）

の撮影データを記録した時刻

（時・分・秒）を記録する．必要

に応じて GPS のデータを利用す

る． 

撮影データ／

方位 

撮影データ／画像（原資料File）

の撮影データを記録したカメラ

の方向を記録する． 

撮影状況の状

況 

撮影した場所などの環境につい

て記録する．たとえば，温度，湿

度など． 

地図・位置関係

図 

撮影場所や撮影データを記録し

たカメラの位置関係を示す図（地

図など）を記録する． 

測 地 系

（Datum） 

緯度，経度の数字は基準が異なる

場合があり，同じ数値が示す場所

が必ずしも同じではない．測地系

はその基準を示している． 

撮影状況デー

タ／画像（原資

料 File2） 

撮影データ／画像（原資料File）

の撮影データを記録している状

況（様子）をさらに記録されてい

るファイル名を記録する． 

撮影状況デー

タ／位置（緯

度，経度，高度）

撮影状況データ／画像（原資料

File2）の撮影データを記録したカ

メラの位置を GPS のデータを利

用し，緯度，経度，高度の数値を

記録する． 

撮影状況デー

タ／時刻 

撮影状況データ／画像（原資料

File2）の撮影データを記録した時

刻（時・分・秒）を記録する．必

要に応じて GPS のデータを利用

する． 

撮影状況デー

タ／方位 

撮影状況データ／画像（原資料

File2）の撮影データを記録したカ

メラの方向を記録する． 

大分類 図書，学習指導要領など，コード

化が可能な資料体系の場合は，コ

ード化された資料名を記録する．

分類コード（細

分類） 

各資料について内容のコードを

記録する． 

 

 

 

 



表２ 地域資料データベース記録項目（２） 

関連資料 関連資料がある場合は，その資料への

リンク情報を記録する． 

提示（資

料）種類 

映像（動画），静止画（写真），印刷物，

音声，音符，文字，図形，アニメなど，

各データの種類を記録する． 

処理方法 提示再現などに特別な処理を要する

場合，その処理方法を記録する． 

原資料の

情報 

大きさ（サイズ）などの原資料にかか

わる情報を必要に応じ記録する． 

利用料金 資料情報に利用料金がかかる場合に，

金額などを記録する．とくに，今後，

文化情報，各産業などでの利用に配慮

する． 

紹介施設 県，市町村などの施設，企業，学校な

ど教育施設，観光施設など必要に応じ

て具体的に資料情報の提示場所など

を記録する． 

資料評価 資料を価値判断し，今後の利用・保存

年限などの資料情報を記録する． 

専門分野で委員会などを構成し，判断

するのも一方法である． 

利用メモ 記録資料情報の管理・利用上の注意事

項を記録する． 

ホームペ

ージアド

レス 

資料と関連する情報が記録されてい

る，参考となる HP のアドレスなどを

記録する．特に市町村，学校，企業，

各施設などの関連資料の記録，HP の

アドレスを記録する． 

著作権者

（全体） 

全体にかかわる著作権をもつ団体，個

人を記録する． 

著作権者

（部品） 

部品にかかわる著作権をもつ団体，個

人を記録する． 

著作権者

との利用

条件 

利用にあたっての著作隣接権者との

利用条件を記録する． 

著作隣接

権者 

著作隣接権をもつ団体，個人を記録す

る． 

著作隣接

権者との

利用条件 

利用にあたっての著作隣接権者との

利用条件を記録する． 

所有権者 所有権をもつ団体，個人を記録する．

所有権者

との利用

利用にあたっての所有権者との利用

条件を記録する． 

条件 

知的財産

権その他

（肖像権

など） 

知的財産権にかかわる各権利名，その

権利保持者を記録する． 

利用制限 デジタル博物館内，会員内，指定され

た市町村などの地域内など提供でき

る場所および教育利用，学術研究利

用，産業利用など，利用分野の制限の

必要なときにその条件を記録する． 

所蔵場所

（撮影・記

録場所を

含む） 

資料の所蔵場所，地域，施設など，現

物にかかわる調査を可能にする情報

および撮影・記録した場所を記載す

る． 

登録者 データベースの登録者名を記録する．

撮影日 資料を撮影した日付を記録する． 

登録日 資料を登録した日付を記録する． 

更新日 資料の内容をデータベースに更新し

た日付を記録する． 

記録方式 圧縮方式など記録処理に関する情報

を記録する． 

容量 資料データのデータ量を記録する． 

原資料メ

モ 

原資料の情報に関する情報を記録す

る． 

(3)プレゼンテーション 

 蓄積されたデータベースをＤＴＰ（Desktop 

Publishing:印刷物の電子編集）やＤＴＰＲ( 

Desktop Presentation:電子プレゼンテーショ

ン）につかったり，インターネットやＤＶＤで

使用する際には，これらの目的に応じて画像加

工ができることが必要となる．また，これらの

画像を使った簡易なオーサリングソフトも必要

となる． 

 

６．おわりに 

デジタルアーキビストの養成のための教育

用メディア端末の機能分析及び活用方法の検討

をとおして，教育用メディア端末の教育利用に

は大きな可能性があるものの，現在流通してい

る機器そのままでは教育利用に適さない部分が

多々あることもわかった．教育利用を進めるた

めには，以下にあげる機能が重要である． 

・映像・音声・静止画撮影・保存機能 

・音声の再生，動画，拡大等の機能 



・データベースの作成・共有等 

・長時間駆動機能 

・地図と現在の位置（ＧＰＳ機能） 

・e-Learning学習機能 

本来であれば，デジタルアーキビストの養成

を想定した安価な教育用メディア端末が開発さ

れることが望ましいが，教育専用の機種の開発

は難しい．しかし，教育用に必要であると考え

られる上記の機能が，後継となる機種に装備さ

れるよう要望をあげていくことが実現性の高い

選択肢の一つではないかと考える． 

また，教材作成においても教育用メディア端

末の画面サイズや機能を想定した，教材コンテ

ンツの提供を行うことが重要である．特にウェ

ブページでの教材提供の際には，端末の種類に

関係なく閲覧が可能なページであることが必要

である．ＰＣに適したウェブページの作り方に

ついてのノウハウは既に定着しているが，教育

用メディア端末についてはまだ情報が少なく，

本研究で見えてきたノウハウをまとめる作業を

行っているところである． 

また，取材活動や意見交換といった他者と協

同した活動についても，機器を導入することで

時間短縮はできるものの，活動をうまく設定し

ないと短縮した時間を有効に生かせないだけで

なく，使い方によっては顔を合わせてのコミュ

ニケーションの機会を失う危険性もあり，何を

ねらいとするかという学習活動自体の在り方が

重要であることも確認できた． 

本研究にあたって，初等教育専攻の先生方の

大変なご協力に対し，厚く感謝の意を表します． 
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